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《町内会長さん、班長さん、配布よろしくお願いいたします。》                         ※裏面もご覧ください。

発  行 

八戸市立柏崎公民館 

八戸市柏崎３丁目１３－５ 

電話・ＦＡＸ ４３－９１３９ 

―みんなの ふるさと 柏崎― 

私たちの住んでいる柏崎に誇り

と愛着をもとう！ 

Ｗe Love 柏崎 

公民館だより  

ご協力いただきました皆様、そしてご来場いただいたすべての方々に感謝申し上げます。 

 

第三中学校の生活科学部の皆さんに
よる和太鼓演奏、八戸あおば高等学院
の皆さんによる流鏑馬 立射演武、八
戸盲学校の皆さんによる和太鼓演奏
と合唱 

 
自主クラブ、地域の方々、地域活動の様子、柏崎小学校、第三中学校、みどり幼稚園、八戸盲学校・聾学校、 
八戸あおば高等学院、令和７年度講座作品 

 

食育コーナーでは活動報告やお料理レシピの

紹介、健康相談コーナーでは筋力や骨密度測

定が行われ大勢の方々で賑わっていました！ 

今年度はフレッシュベーカリー「チャパティ」

のパンとお惣菜屋「ChicK
チ ッ ク

」のお惣菜を販売

し、こちらも大盛況でした♪

 八戸市食生活改善推進員協議会、八戸市健康づくり推進課 

 

 

冬の到来です。そして、今年も残りあとわずかとなりました。

風邪などひかぬように、暖かくしてお過ごしくださいね。 

今回も張り切って出発進行！ 

 

（１）「熊の出現」とかけまして、「野球の盗塁」とときます。 

    そのこころは、どちらも「会うと（アウト）こわいでしょう」 

（２）「クリスマス」とかけまして、「株価の上昇」とときます。 

   そのこころは、どちらも「ケーキ（景気）がいいでしょう」 

 

（３）「ベートーベンの名曲」とかけまして、「大好きな食べ物」とときます。 

    そのこころは、どちらも「旨んめぇ－（運命）」 

（４）「初日の出」とかけまして、「名俳優」とときます。 

そのこころは、どちらも「縁起（演技）がいいでしょう」 

皆様、良い年をお迎えくださいませ。次回も乞うご期待！ 

 

公民館創立40周年に
あたり、特別に出演を
依頼し、花を添えてい
ただきました。 

第３７回 



 

 

【柏崎地区新年互礼会の開催について】 

日時 令和 8 年 1 月 9 日(金)午後 6 時～ 

場所 八戸プラザホテル 

会費 5,000 円 

主催 柏崎地区連合町内会 

【年末年始の休館日について】 

12 月 29 日(月)～1 月 3 日(土)まで 

１月２８日(水)１０時～１２時 

講 師：㈴菓子処 丸美屋 

持ち物：手拭きタオル、エプロン、三角巾、 

    持ち帰り容器 

材料費：1,000円くらい 

定 員：１０名 

申込締切：１２月１０日～１月１５日 

 館長 正部家 光彦 

 １１月１５日（土）午後２時より、多くのご来賓、地域住民の代表の皆様９３名にお越しいただき、２階

大ホールにおいて記念式典と祝賀会を行いました。 

 記念式典では、この１０年間に亡くなられたお二人の館長さんらに黙祷を捧げたのち、この間、ご尽力い

ただいた前職員・ボランティアの６人の方々に感謝状を贈りました。また、類家秋男実行委員長より館長へ

記念品の目録が手渡されました。 

 その後、祝賀会に先立ち、おがみ神社法霊神楽をご披露いただきました。泉紫峰様・彩菜様お二人の祝舞、

そして皆様で乾杯と続き、余興として当公民館ではお馴染みのハルモニアのお二人の軽快な演奏を楽しみま

した。この節目の年を、関係する皆様で和やかに盛大にお祝いしていただきました。衷心より感謝申し上げ

ます。 

記念式典で、皆様にお話しした式辞をご紹介します。 

「皆さんにとっての『柏崎公民館』の魅力とは？」 

「公民館とはどういう施設ですか」と問われると、様々な答え方がありますが、私が真っ先に思い浮かぶ答

えは「わくわくする大人の学校」です。 

 現在の柏崎公民館には、１８の自主クラブがあり、社交ダンスやフォークダンス、コーラス、太極拳、３Ｂ

体操、ヨーガや書道、尺八や吹き矢、籐クラブや着付け、そして卓球などなど、多くの熟年の皆様が実に生き

生きと活動を楽しんでいらっしゃいます。どなたも「人生の達人」たちであります。また、年間５０を超える

講座には、八戸の歴史からエコクラフト教室までバライエティに富んだ内容を、皆さんが心待ちにし受講し

ていらっしゃいます。 

 さらには毎月１００件を超える貸し館があります。１ヶ月の利用者数は１,５００人を超えています。これ

からも皆様に大いにご活用いただきたいと思います。 

 

 ひとつ心に残っている恩師の話をいたします。 

 今日もご参加くださいました類家五丁目の安藤清一先生は、私が三中の三年生の時の学級担任です。毎週、

公民館に尺八を習いにいらっしゃいますし、今でも美術教室を開いている、ダンディな先生であります。そ

んな安藤先生が、クラス会を開いたとき、ユーモアに富んだ次のようなお話をしてくれました。 

 「君たちは、もうりっぱな大人だが、年をとればとるほど教育と教養が必要なんだぞ」とおっしゃる。 

「なになに、学校を卒業しても教育と教養が必要なのか？」と真面目に聞いていたら安藤先生曰く、「教育と

は、今日行くところがあるということ」、「教養とは、今日用事があるということなんだよ」・・・なるほど、

しゃれたことを言うものだ・・・「座布団一枚。」と関心いたしました。 

 皆さん、もうおわかりでしょうか。そうです。私は、この「柏崎公民館」が「今日行くところ」であり、「今

日用事がある場所」であってほしいと思っています。 

地域の皆様の篤い思いに支えられて、柏崎公民館は創立四十周年の節目の年を迎えました。本日、こうし

て、ご来賓をはじめ、地域にゆかりのある多くの皆様とともに、お祝いすることができ、大変うれしく光栄に

存じます。 

柏崎公民館が４０年前にこの地に新たに誕生するまでは、旧柏崎小学校校舎の一部を用いて、中央公民館

に併設される形で開館しておりました。現在の独立した、この公民館の建設にあたっては、地域のリーダーと

なる皆様の並々ならぬご苦労があったと伺っております。 

それから４０年・・・柏崎公民館は、さまざまな講座を行うことで学習の機会を設け、また多くの地域活動

の集会の場を提供し続けてまいりました。 

 その間、歴代の館長さんや主事さんたちに恵まれ、また、こうして地域の皆さんや利用者に支えられ、ここ

まで柏崎公民館の歴史があるのだなと思い巡らしております。 

 館長も私で９代目を数えます。８代目の鶴飼千年前館長からバトンを受け継ぎ、早や８年目となります。前

例のないコロナ禍を経験し、貸館を禁止したり、飲食の禁止や文化祭の中止など、予期せぬことも多くありま

したが、その間も、教育委員会の社会教育課の皆様と連絡を取り合い、地域の皆様方からもご理解・ご支援を

いただき、乗り越えることができました。 

柏崎公民館は、利便性から言っても市の中心部にあります。これからも皆様から

愛される、魅力ある公民館になるように、職員一同、頑張って参りますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 


